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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,42 45,80 +0,38 45,50 +0,30

USD / BRL Spot BRL 2,2574 2,2469 -0,0105 2,2262 +0,0207

USD / JPY Spot JPY 102,57 102,92 +0,35 101,34 +1,58

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 57.561 58.449 +888 57.013 +1.436

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 146,0 140,3 -5,7 145,3 -5,0

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,59 11,58 -0,01 11,77 -0,19

DI Future Oct15（金利先物） % 11,14 11,13 -0,01 10,85 +0,28

3 Months US Dollar Libor % 0,232 0,232 +0,000 0,232 +0,000

CRB Index（国際商品指数） Index 288,2 287,0 -1,2 297,4 -10,4

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は大統領選への思惑からレアル高となる展開でした。
朝方は米国の住宅着工件数が８ヶ月ぶりの高水準となったためドル買い優勢となり前日比ドル高レアル安の
２．２６台前半で取引されました。その後２．２６を挟んでもみ合いとなりましたが、有力な大統領候補となって
いるシルバ氏が経済活動を重視してマーケットフレンドリーな政策を志向するとの思惑もあってレアル売りは
続かず２．２５近辺へレアルは反発しました。そのままレアル買い地合いは続き、結局２．２４台後半で引けて
います。

足許のレアル相場は強い米経済指標などによる米金融政策への思惑や地政学リスクへの懸念からドル高
レアル安となってもおかしくない状況でしたがレアル高基調を保っています。ボベスパ株式指数も歩調を
合わせるように４営業日続伸しておりブラジル買いの様相となっています。この動きは急遽大統領候補と
なったシルバ氏の影響がやはり大きいと思われます。シルバ氏は環境主義者として有名ですが、変動為替
相場制、プライマリー財政黒字確保、インフレ目標などの主要原則を受け入れると見られており、世論調査
での好結果と併せて市場では期待が高まっているようです。ルセフ大統領も対抗するためには政策変更を
余儀なくされるとの見方があることもレアル高・株高を後押ししているかもしれません。ただ、期待によって
動かされている相場なので選挙戦の行方次第では今後も不安定な動きが続くでしょう。
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